
消化器系疾患

犬の胃拡張捻転（GDV）

胃拡張捻転は、一般的には膨満感として知られており、ガスや食物、
体液によって胃が急速に拡張し（胃拡張）、胃が捻じれ（腸捻転）、
内容物が滞留する犬の生命を脅かす可能性のある病気です。

キーメッセージ

   GDV のリスクを持つ大型犬や超大型犬には、完全でバランスの取れた
成長に応じたエネルギー（カロリー）と栄養要件を満たした食事が必要
となります。

  1 度に胃の中に入れる量を減らすため、食事量は大きくせず、毎日 2～3  
 回に分けて少量ずつ与えます。

   GDV のリスクのある犬には、高い台やフィーダーからではなく、床の高さ
で食事を与えることで発生を抑えられる可能性があります。

   フードボウルを高くすることで GDV のリスクが減少することを示唆し
た先行研究がありましたが、フードボウルを高くして与えることで GDV 
のリスクが増加することが研究で明らかになりました。3

（次のページに続く)

ジャーマンシェパード、グレートデン、ドーベルマンピンシャーなど、大型で胸部が厚い犬種によく見られる症状です。た
だし、胸部が厚い形態の小型や中型犬でも GDV を発症することがあります。

長年の研究にもかかわらず、GDV の具体的な原因はまだよく分かっていませんが、いくつかの素因となるリスク因子が明
らかになっています。GDV の犬に関するリスク因子は、大型犬種、胸部が厚く狭い、第一度近親犬（親、同腹子、子）に
発症犬がいる、加齢、食事のスピードが速い、神経質または恐怖心の強い気質などがあります。1-6

ドライ、押出し成型、穀物、大豆タンパクをベースとしたドッグフードが GDV に関与しているという俗説がありますが、
研究により否定されています。4,5 現在、GDV のリスクを軽減するために推奨されている食事管理は、特定の食事の種類
というよりも、食事を与える方法と環境の管理に重点を置いています。

治療のための栄養

大型犬や超大型犬では、フー
ドボウルを高くして食べること
で、胃拡張捻転のリスクが減少
するのではなく、むしろ増加す
る可能性があります。3

ご存じでしたか？



キーメッセージ（続き）

   食べる速度を遅くすることで、GDV を防ぐことができる犬もいます。食べ物の摂取を遅くし、空気の飲み込み（空気嚥
下）を減らす可能性のある習慣には、次のようなものがあります。

   フードボウルの中に、大きなボールを置く

   マフィンの焼型、パズルフィーダーまたは食べる速度を遅くするようデザインされたボウルで与える

   複数の犬を飼っている場合、競争食べを最小限にするために犬を離す

  大きいサイズのドライフードを与える

   大豆や穀物ベースの材料は GDV のリスクを増加させませんが、高脂肪のドライフードを与えると、大型犬や超大型犬
の GDV 発症リスクを増加させる可能性があります。5 食事性脂肪は犬の胃排出を遅らせることが知られており、腸の運
動低下は以前より GDV と関連があるとされています。7

RO/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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